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  １．「さぬきゴールド」は、香川県農業試験場府中果樹研究所保存の「アップル系キウイフルーツ」

に中国系キウイフルーツの雄系統（保存系統名：FCM−１）を交配して育成した品種である。2005 年 3

月２３日に種苗法に基づき、第１２９８４号として品種登録された。 

  ２．樹勢は強であり、樹体も大きい。果実着生節位の節間⾧は短い。葉はかなり大きく、葉柄の⾧さ

も極めて⾧い。葉柄のアントシアニン着色は極めて強い。花穂の着生数は多く、側花の数もやや多い。育

成地（香川県坂出市）における開花期は 5 月上中旬、成熟期は 10 月上中旬であり、いずれも「ヘイワー

ド」より早い。 

  ３．果皮は褐色、果形は短台形である。果実重は１６０～１８０ｇと大果である。果実表面毛じの密

度は粗で、⾧さは短く、また脱落しにくい。種子外側の果肉は鮮やかな濃黄色を呈する。糖度計示度は１

７～１８，クエン酸換算含量は０．４０ｇ／１００ｍｌ程度であり、また肉質が密で軟らかく果汁も多い

ため、風味、食味とも良好である。追熟は「ヘイワード」に比べて容易で、エチレン処理後約７～１０日

で可食適期となる。貯蔵性は短く、５℃貯蔵で１～２ヶ月程度である。 

  ４．県下のキウイフルーツ産地に広く導入が可能であると考えられるが、品質の良い果実を生産す

るためには、他のキウイフルーツ品種同様に温暖で日照条件が良く排水良好な土壌での栽培が望ましい。 
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